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はじめに 
キタアメリカフジツボ（Balanus glandula）は原産地の北太平洋沿岸（アラスカ～カリフォ

ルニア）では岩礁潮間帯の生物群集における優占種であり、アルゼンチンや南アフリカでは侵

略的外来種として在来生物群集に悪影響を及ぼすことが知られている（Schwindt 2007）。こ

れらのことから日本においても、本種は在来フジツボに置き換わり優占種になることが懸念さ

れていた（Kado 2003）。しかし本種は、北海道東部において 2000 年代初頭に侵入後、急

速に分布を拡大したものの、その後密度は低いレベルにある。これは本種が未だに北海道東部

では岩礁固着生物群集の優占種の位置を占めるには至っていないことを示している。 

 そこで本研究では環境や生物群集の組成が原産地と類似している北海道東部において、なぜ

侵入後にこのように増加できないのかを探るため、住み着きと絶滅に関わる要因（表 1）を推

定し、本種が北海道東部で優占種に至っていない理由を推察した。 

 

表 1 住み着き率と絶滅率に影響する要因 

 

 
 

 

住み着き率 絶滅率

外来種の適応は新たな環境で新たな選択圧にさらされることにより促進される
（Lee 2 0 0 2 ）

本種の局所における住み着き率と絶滅率は幼生供給量に依存している
（A la m  et a l. 2 0 1 4 ）

幼生の加入量は利用可能な空き地によって制限される
（G ain es a n d  R o u g h g a rd en  1 9 8 5 ）

幼生は窪みや溝などの凹面を好んで付着する（C risp  a n d  B a rn es 1 9 5 4 ）

窪みや溝は捕食者や乾燥からの避難所となる（M en g e et a l. 1 9 8 5 , G a in es 1 9 8 2 ）

流氷地域のフジツボの幼生は、生存率の高い岩の割れ目に選択的に定着する）
（B erg ero n  a n d  B o u rg et 1 9 8 6 ）

流氷の強度 固着生物が削られる（B arn es 1 9 9 9 ） 低下 上昇

岩表面の起伏度×流氷の強度 上昇 低下

肉食性巻貝の個体数 捕食により本種の個体群サイズを減少させる（A la m  a n d  N o d a  2 0 1 6 ） - 上昇

岩表面の起伏度 上昇 低下

空き地の量 上昇 -

在来フジツボの被度 競争によって本種の個体群サイズを減少させる（A la m  a n d  N o d a  2 0 1 6 ） 低下 上昇

本種の被度 局所個体群サイズが大きければ機械的な絶滅は生じにくい - 低下

本種の幼生供給量 上昇 低下

要因 　根拠
予測

侵入からの経過時間（年） 上昇 低下



 

方法 
●	 野外調査 

北海道東部の 5 海岸（釧路町の入境学、厚岸町の門静、愛冠、末広、浜中町の藻散布）のそれ

ぞれから無作為に選んだ 5 つの岩礁（計 25 岩礁）で調査を行い、各岩礁には 2 種類の調査区

を設置した。1 つ目は、キタアメリカフジツボの存否、本種の住み着きと絶滅に関わる要因を

測定するための対照区で、縦 100cm（平均潮位から上 50cm、下 50cm の範囲：キタアメ

リカフジツツボの生息潮位）、横 50cm である。2 つ目は幼生の供給量を測定するための加入

区で、縦 100cm（平均潮位から上 50cm、下 50cm の範囲：キタアメリカフジツボの幼生

が定着する潮位）、横 30cm である。 

 

対照区内ではキタアメリカフジツボの存否以外に、住み着きと絶滅に関する要因として、本種

の被度と空き地量と本種の競争種である在来のフジツボの被度を調査した。被度の調査には

200 穴の点格子板を用い 200 穴のうち本種、空き地、在来フジツボ、が観察された被度の割

合を被度として算出した。このほかに肉食性巻貝の個体数、岩礁表面の起伏度を測定した。こ

の調査は 2006 年の 8 月から開始し、2016 年も含め年 1 回行った。 

 

加入区内では、5 月と 8 月にガスバーナー、ピンセット、磯がねなどを用いて全生物を除去し、

3 ヶ月後にあたる 8 月と 11 月に写真撮影を行った。写真撮影は、加入区を垂直方向に 10 等

分し、それぞれの高さ毎に縦 5cm の小区画を 4 つ設定し、その範囲内を撮影した。写真撮影

後は、全ての加入区において再度、全生物の除去を行った。この加入区で撮影した写真から、

それぞれの小区画内に新規に加入した本種を同定し計測したものを幼生供給量とした。この調

査は 2006 年の 5 月から開始し、2016 年も含め 5 月、8 月、11 月の年 3 回行った。 

 

●	 データ解析野 

 

解析 1 

住み着きに関わる要因を抽出するため GLM（一般化線形モデル）を用いた。はじめに多重共線

性を避けるために、説明変数間の独立性を確認し、キタアメリカフジツボの住み着きを応答変

数、侵入からの経過時間、幼生供給量、空き地の量、在来フジツボの被度、岩表面の起伏度、

流氷の強度、交互作用として岩表面の起伏度×流氷の強度、の以上 7 つの要因を説明変数とし

た（二項分布、リンク関数を logit と指定）。流氷の強度は、釧路と根室の両方で流氷が確認で

きたら 0、根室のみで流氷が確認できたら 1、釧路と根室両方で流氷が確認できたら 2 とした。 

 

 

解析 2 

絶滅に関わる要因を抽出するため GLM（一般化線形モデル）を用いた。はじめに多重共線性を

避けるために、説明変数間の独立性を確認し、キタアメリカフジツボの絶滅を応答変数、侵入

からの経過時間、本種の被度及び幼生供給量、在来フジツボの被度、肉食性巻貝の個体数、岩

表面の起伏度、流氷の強度、交互作用として岩表面の起伏度×流氷の強度の以上 8 つの要因を

説明変数とした（二項分布、リンク関数を logit と指定）。流氷の強度は解析 1 と同様に求めた

ものを用いた。 

 

 



 

結果 
表 2 住み着に関わる要因の解析結果 

 
 

住み着きに有意に寄与していたのは侵入からの経過時間と流氷の強度で、侵入からの経過時間

は住み着き率を上昇させ、流氷の強度は住み着き率を低下させていた（表 2）。 

 

表 3 絶滅に関わる要因の解析結果 

 
 

絶滅に有意に寄与していたのは流氷の強度で、絶滅率を上昇させていた（表 3） 

 

 

考察 
流氷がキタアメリカフジツボの住み着き率を低下させ絶滅率を上昇させていたことから、本種

が侵入先の北海道東部で増加できない要因として流氷が示唆された。流氷が頻繁に起こる地域

のフジツボの幼生は流氷の影響を受けにくい岩の窪みや割れ目に選択的に定着することが知ら

れているが、本種の原産地では流氷がほとんど起こらないため本種の幼生にそのような選好性

がないことが原因であると考えられる。 

また侵入からの経過時間が住み着き率を上昇させていたことから、今後さらに時が経てば本

種が移入先の北海道東部の環境に適応する可能性が示唆された。実際に本種が北海道東部の環

境に侵入の経過時間にともなって適応するなら将来的に在来の生態系に影響する可能性も出て

くるので、今後も本種のモニタリングが必要であると考えられる。 

 

 

 

 

説明変数 　　推定値　　標準誤差 　　P 値

侵入からの経過時間（年） 0 .2 9 7 0 .1 0 2 0 .0 0 3

lo g(本種の幼生供給量+1 ) 2 7 .3 0 4 2 4 .5 4 1 0 .2 6 6
lo g(空き地の量) -0 .8 1 7 1 .1 5 7 0 .4 8 0

 lo g(在来フジツボの被度+1） -0 .5 5 3 0 .6 5 9 0 .4 0 2
岩表面の起伏度 -8 .4 6 5 6 .8 5 4 0 .2 1 7
流氷の強度 -1 .7 0 0 0 .5 1 1 0 .0 0 1

岩表面の起伏度×流氷の強度 -1 6 .8 3 4 1 0 .0 4 0 0 .0 9 4

説明変数 　　推定値　　標準誤差 　　P 値

侵入からの経過時間（年） 0 .2 3 4 0 .2 2 7 0 .3 0 3

lo g(本種の被度+1 ) -8 .6 4 2 5 .5 1 0 0 .1 1 7
lo g(本種の幼生供給量+1） -3 .8 0 9 8 .9 1 0 0 .6 6 9

 lo g(在来フジツボの被度+1） 0 .9 2 8 0 .7 7 5 0 .2 3 1
lo g(肉食性巻貝の個体数+1） -0 .4 5 0 0 .9 9 2 0 .6 5 0

岩表面の起伏度 4 .4 7 7 9 .1 6 5 0 .6 2 5
流氷の強度 2 .8 2 6 1 .1 8 0 0 .0 1 7

岩表面の起伏度×流氷の強度 -0 .3 6 6 1 9 .8 4 5 0 .9 8 5
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